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＞
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．
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＞
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＼
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＞
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＼
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廿
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払；■＿妃血王だ嘉上官靂㌫墓。T

一傍らが廿でなのヒーローー

広報かでな（2）「諾諾

「
野
囲
い
も
宣
言
碑
」

除
幕
式
・
パ
レ
ー
ド

去
る
九
月
二
十
九
日
、
田
近
五
十
八
号
沿
い
の
ポ
手
糾

マ
リ
ー
ナ
入
り
口
近
く
で
∵
甘
藷
伝
来
四
百
年
祭
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
　
「
野
圏
い
も
宣
言
記
念
碑
」
　
の
除
鶴
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
除
献
式
を
祝
う
か
の
よ
う

な
素
哺
ら
し
い
秋
帖
と
な
り
、
参
加
し
た
多
く
の
閻
孫
者

が
見
守
る
中
、
除
茄
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

元
嘉
手
納
町
長
の
古
謝
得
手
さ
ん
が
押
増
し
た
記
念
碑

に
は
　
二
六
〇
五
咋
、
我
が
町
の
先
述
・
即
閃
細
管
に
よ

っ
て
中
岡
福
建
省
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
甘
藷
は
、
野
団
蛇

管
生
誕
の
地
・
野
国
を
発
信
基
地
と
し
て
琉
球
の
全
て
の

村
々
へ
、
そ
し
て
、
薩
摩
を
経
て
全
回
へ
と
広
ま
り
、
人
々

を
餓
え
や
飢
饉
か
ら
救
い
、
全
国
民
が
等
し
く
そ
の
恩
恵

に
浴
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
、
甘
藷
は
未
来
を

察
り

献

希
求
す
る
健
康
食
品
と
し
て
注
目
を

浴
び
て
お
り
ま
す
。
‖
諸
伝
来
四
百

年
の
節
目
を
迎
え
る
二
〇
〇
丘
年
、

野
閻
絶
管
の
偉
業
を
奉
祝
す
る
　
「
野

印
綬
珊
甘
誹
伝
来
四
百
年
祭
」
が
全

町
民
の
手
に
よ
り
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
慶
賀
を
機
に
、
我
が
国
に
お
け

る
甘
藷
発
祥
の
地
・
嘉
手
納
を
全
図

に
広
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、
野
圃

啓
を
称
え
、
甘
藷
を
「
野
田
い
も
」

の
愛
称
で
呼
ぶ
こ
と
を
高
々
と
宣
言

し
記
念
碑
を
建
立
す
る
。
』
　
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

除
駆
式
終
了
後
は
、
華
や
か
な
装

飾
を
施
し
た
宣
伝
カ
ー
八
ム
＝
（
町
内

各
区
自
治
会
・
細
工
会
自
動
車
聞
適

部
会
・
（
株
）
　
比
謝
川
将
気
）
　
が
県

内
中
南
部
　
（
北
谷
町
・
宜
野
溝
市
・

浦
添
市
・
那
顧
市
・
酉
原
町
・
中
城

封
∵
北
小
城
村
‥
つ
る
ま
市
・
読
谷

村
）
　
で
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
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∵
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去
る
九
日
二
十
三
日
、
嘉

手
納
町
兼
久
海
浜
公
園
か
ら

嘉
手
納
漁
港
に
か
け
て
　
「
野

閻
維
仙
世
浦
伝
来
四
百
年
祭
」

会
場
人
清
掃
が
、
嘉
手
納
町

商
丁
会
〃
隼
部
・
嘉
手
納
町

迎
合
h
H
年
会
・
討
手
納
町
職

員
労
働
組
合
ユ
1
ニ
ス
都
主
催

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
溝
鋸
は
、
九
月
十
九

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
は
秋

の
環
境
術
牛
週
間
で
あ
る
と

い
う
こ
と
と
、
祭
り
を
挙
行

す
る
に
あ
た
り
、
来
場
し
て

大
清
掃

く
だ
さ
る
多
く
の

お
客
様
に
局
持
ち

よ
く
祭
り
を
楽
し

ん
で
噴
く
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
趣
旨

に
貰
同
し
た
多
く

の
参
加
者
が
集
ま

り
、
太
陽
の
日
差

し
に
も
負
け
ず
ト

ラ

ソ

ク

い

っ

ぱ

い

の
ご
み
を
回
収
し

爽
や
か
な
汗
を
な

が
し
ま
し
た
。



記念闘牛大会

400年の時を越え挺る野図線菅

予（、ヽ霊、1」．

沓（3，広鮒でな

牛
の
激
央

去
る
九
月
二
十
五
日
、
嘉

手
納
ロ
ー
タ
リ
ー
仮
設
闘
牛

場
に
お
い
て
　
『
即
閻
総
官
‖

詔
伝
来
四
百
年
祭
記
念
闘
牛

大
会
』
　
が
野
図
線
管
甘
藷
伝

来
四
百
年
祭
実
行
委
員
会
主

催
、
古
里
捌
牛
組
合
・
沖
縄

県
闘
牛
連
合
会
・
瑞
球
新
報

杜
共
催
、
沖
純
タ
イ
ム
ス
の

後
接
で
畔
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
は
、
全
卜
紺
で
令
取

り
組
み
が
掃
綱
な
し
で
行
わ

れ
、
な
か
で
も
嘉
手
納
町
山

身
者
の
持
ち
牛
で
あ
る
　
『
山
幸

天
上
　
（
て
っ
ぺ
ん
）
　
』
　
や
M
百

年
祭
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ

今
回
が
デ
ビ
ュ
ー
戦
と
な
る
　
『
野

凶
総
官
ア
ヨ
ー
』
　
が
登
場
す
る

と
会
場
は
盛
り
卜
が
り
、
両
牛

が
臓
利
し
記
念
大
会
に
花
を
添

え
る
と
、
会
場
に
は
わ
れ
ん
ば

か
り
の
歓
声
が
飛
び
交
い
、
宮

城
篤
実
町
長
も
牛
の
傍
ま
で
駆

け
寄
っ
て
勝
利
を
祝
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
昭
夫
の
強
い
日
差

し
の
申
、
千
人
を
超
す
軌
客
が

詰
め
か
け
、
会
場
周
辺
に
は
場

内
か
ら
の
拍
手
や
声
傍
が
鴫
り

響
き
ま
し
た
。

去
る
九
円
二
卜
日
、

最
良
小
学
校
図
パ
婁

に
お
い
て
、
紙
芝
居

「
‖
誹
の
伝
来
　
（
野

圏
紀
管
物
心
）
」
　
が

野
閻
抱
管
甘
藷
伝
来
　
㌣

凹
行
年
祭
奨
行
委
員

会
か
ら
発
行
さ
れ
た
一
、

こ
と
を
記
念
し
、
届
良
小
学
校
の
児
童
に
酬
口
よ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
紙
芝
居
は
、
紙
芝
居
検
討
委
n
会
に
よ
っ
て
一
年

川
と
い
う
歳
月
を
か
け
て
検
討
さ
れ
、
そ
の
日
心
い
の
こ
も

っ
た
内
容
が
色
彩
工
一
㍍
　
（
小
郡
を
拠
点
に
活
動
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
兢
用
）
　
の
情
さ
ん
に
よ
る
脚
本
・
作
画
に
よ

り
形
に
な
り
ま
し
た
。

舶
n
J
j
t
で
は
、
在
ハ
新
し
い
紙
芝
屈
の
読
み
川
か
せ
が
行

わ
れ
、
参
加
し

た
児
塙
は
真
剣

な
眼
差
し
で
鑑

宜
し
ま
し
た
。

紙
芝
居
は
、

犀
良
小
学
校
の
他
、

犀
良
幼
稚
園
・

嘉
手
納
小
学
校
・

弱
手
納
幼
稚
園
・

町
立
節
一
」
保
吾
所
・

町
音
節
▲
山
城
m
仰
・

町
立
√
育
て
支

接

セ

ン

タ

ー

に

姐
呈
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
町
内
の

各
私
立
保
育
所

に
冊
呈
さ
れ
る

予
定
で
す
。

去
る
八
月
十
日
、
嘉
手
納
町
役
場

に
お
い
て
上
辺
天
次
郎
さ
ん
　
（
北
区

在
住
）
　
に
対
し
法
務
人
臣
か
ら
の
人

脈
椀
謂
香
い
感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

上
述
天
さ
ん
は
、
平
成
元
年
に
法

務
人
臣
か
ら
人
権
擁
遡
委
員
に
委
嘱

さ
れ
、
以
来
丘
期
十
ム
咋
問
に
わ
た

り
人
権
擁
護
黍
日
を
摘
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
の
感
謝
状
は
、
上
述

大
さ
ん
の
長
年
に
わ
た
る
自
由
人
権

思
想
に
関
す
る
啓
豪
及
び
人
権
擁
護

の
活
動
に
対
し
送
ら
れ
た
も
の
で
す
。

長
い
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



国保事業

民健康保険V。．．幻
※被保険者のみなさんから、質問の多い事項に関して説明させていただきます。

Q．嘉手納町の国保事業にはどのようなものがありますか？

国保事業は、国保税と国庫負担金等の特定の収入を財源とし、保障垢付を種とする特定の

支出に充てられます。もちろん、囲保事業は地域住民の医膚を保陣し、住民の福祉を増進

する目的で行われるものであって、収益を目的とするものではありません。

療養の給付

病院などの窓口で保険証を提示すれば年齢や
収入などに応じた負担割合を支払うだけで、
診療を受けることができます。

医療費の自己負担割合

3歳未満の人 �3歳～69歳の人 �70歳～74線の人 

2割 �3割 �1割 （一定以上 所得者2割） 

高額療養費

1ケ月の医療費の自己負担が一定の限度額を

超えたときは、申請により超えた分が国保か
ら高額療養費としてあとから（4ケ月後ごろ）
払いもどされます。
※自己負担限度額は年齢、所得等により異な
ります。

※領収証は大切に保管しておきましょう。

その他の給付

出産育児一時金 �葬　祭　費 

被保険者が出産したとき支給 �被保険者が死亡したとき葬祭 
されます。妊娠12遇以降で �を行った人に支給されます。 
あれば、死産・流産でも支給 �（3万円） 
されます。（30万円） 

11月は国保事業安定化推進月間となっております。

国保税は、医療費の大切な財源となっております。
国保税の納付は、便利で確実な口座振替を利用し、
納期隈内に収めましょう。
「楽しく運動　体も医療費も　ダイエット」

「運動で　活き活き健康　長寿のひけつ」
「国保税　納めて広げる　ゆいま一る」

く：垂車重垂二：）
下記のような場合で、医療費をいったん全額
自己負担したときは、申甜して認められれば、

後日保険給付分が払い戻されます。

く車重頭重宴）
○高齢者健康指導事業
囲民健康保険指導員（健康
指導）を配置し、ミニデイ及
び個別訪問により生活習慣改
善の助言及び健康指導を行
う。

健康指導員
（平良由美子）

○ガン積診、人間ドソク等、骨祖しょう症模診への

助成措置。

○ハローかでな24時間電話健康相談
心と体のさまざまなご相談に、24時間体制で
お応えします。

健康相談　育児相談　医療相談
メンタルヘルス相談　介護相談

医療機関情報等
（24時間・年中無体　通話料・相談料無料）
（フリーダイヤル）0120－56－3748

○はり、きゅう等施術への助成措置。

○町民健康フェスタの開催（2006年2月予定）

詳しいことについては、嘉手納町役場　いきいき健康課　園民健康保険係の

窓口へお尋ね下さい。 956－1111（内線160・161・162・163）

広鮒でな（4，沓

国
l

■
て、え教

嘉
手
納
町
の
国
保
事
業



鮎歯⑳
第41回全国糖尿病週間（平成17年11月7日～11月13日）酢蛸愉

／′二二、も＼

毎年11月の第2週は「全国招尿病週間」とされ、糖尿病の予防・正しい知識の普及などを推進するために全国各地で様々

な行事が行われます。

平成14年に全国で行われた糖尿病実態調査によると、糖尿病又は糖尿病予備軍とされる人は1，620万人いると推計され

ており、素手納可の住民健診でも年々糖尿病（疑い含む）の有所見者の割合は増加しています。

★糖尿病ってどんな病気？
食事によって血液中のブドウ糟が増えますが、正常な人では膵腰から出るインスリンの作用によって時間とともに血

矧値はもとの状態に戻ります。しかし、運動不足や食べ過ぎ　ストレス等によってインスリンの働きが悪くなったU、

膵臓が働きすぎてインスリンを充分つくる事ができなくなった場合には、吸収されなかったブドウ糖が血液中にあふれ

て高血糖状態になります（糖尿病）。招尿病が恐れられる大きな理由は、高血糖状態によって血管が傷つけられる事によ

り、体全体に様々な合併症を引き起こす事です。

また、糖尿病の自覚症状には「だるい　疲れ易い」「のどが渇く」「尿が多い」などがありますが、初期にはこれら

の症状はほとんど無いため、健診などで“要注意”と指摘されても放置してしまう事が多いのも問題です。気ついた時

には進行している事が多く、合併症を起こす事も多いのです。

糖尿病の合併症の代表的なものは、

「糖尿病性網膜症（毛細血管が出血を繰り返し、徐々に失明する事もある）」

「糖尿病性腎症（腎臓の機能低下で人工透析が必要になる事もある）」

「糖尿病性神耀障害（手足のしびれや痛みを起こす）」

であり、いったん起こると完全に治る事はありません。この他にも動脈硬化症や心筋梗塞、脳卒中などの原因にもなり

ます。

★糖尿病を防ぐには？
糖尿病予防の基本は「バランスのとれた食事」と「運動」です。規則正しく食事をして、よく体を動かす事によって

インスリンの働きが活発になるといわれており、ストレスや肥満の静消にもなります。

また、早期発見のために定期的に地域や職場で健康診査を受け、自分の体の状態を知る事も大切です。「『要指導』

だからまだ大丈夫だ」と安心してしまうのでは無く、健診結果を自分の生活を見直す事に役立てる事が大切です。

食欲の秋・スポーツの秋といわれるこの季節に、
皆さんも健康生活始めませんか？

《健康相談日のお知らせ》

＊総合健康相談　毎週木曜日　　　　午前9時～午前11時30分　町役場保健師室
＊総合栄養相談　毎月最終火曜日　　午前9時～午前11時30分　町役場保健師室
＊出張健康相談A　毎月第2・4月曜日　午前9時30分～午前11時

総合福祉センター4階遊戯室（事務所隣）
＊出張健康相談B　毎月第1火曜日　　午前9時30分～午前11時

中央区コミュニティセンター

沓（5，広軌でな



懲
みんなで加入・みんなで支え合う国民年金

～国民年金のしくみと加入する人一

本国内に住所がある、20歳以上60歳未満の人は、必ず国民年金に加入し保険料
納めます。職業などにより、第1号から第3号まで3種類の被保険者種別があり、
保険料の納付方法が異なります。

第1号被保険者 

あなたは �自営業・自由業・農林漁 業・学生・フリーアルハJイクー・ 

どの種類 �無職の人などで20歳以上 
60歳未満の人 

加　入 届出先 �町役場国民年金担当窓口 

保険料の �自分で納めます。納付書 が社会保険庁から送付さ 

納め方 �れますので、金融機関等 
で納めてください。 

第2号被保険者

厚生年金や共済組合に加
入している会社員や公務

員

勤務先が加入手続きを行
ないます

厚生年金や共済組合の保
険料を納めます。それと
は別に国民年金保険料を
納める必要はありません。

第3号被保険者

会社員や公務員など（第
2号被保険者）に扶養さ
れている配偶者で20歳以

上60歳未満の人

第2号被保険者の勤務先

個人で納める必要はあり
ません。国民年金保険料
は、配偶者の加入してい

る年金制度が負担します。

任意加入被保険者（3穫類以外に希望して加入）　加入手練舌は町役場国民年金担当悪口

◎日本国内に住む60歳以上65未満の人で、年金の受給資格期間が足りない人や年金額を満

額に近づけたい人。

◎65歳に達しても年金の受給資格期間が足りない人が、70歳になるまでの期間で受給権が

確保できている場合は、加入期間を延長できます。（昭和40年4月1日以前に生まれた人のみ。）

◎海外に在住している日本人で20歳以上65未満の人（昭和40年4月1日以前に生まれた人は

70歳未満まで）

◎被用者年金制度の老齢（退職）年金を受けられる20歳以上60歳未満の人

届出は忘れずに行いましょう
こんなとき �届出先 �必要なもの 

20歳になったとき（厚生年金・共済組合加入者を除く） �町役場に �印窪 

会社員や公務員などになったとき �勤め先に �年金手帳 

勤め先を退職し、すぐに再就職しなかったとき �町役場に �年金手帳、印鑑 

（扶葉している配偶者がいるときは、一緒に届出を） ��退職した年月日がわかる書類 

勤め先を退職し、すぐに再就職したとき �新しい勤め先に �年金手帳 

配偶者に扶暮されるようになったとき �配偶者の勤め先に �年金手帳（健康保険の被扶養 

（結婚したときや年収が130万円未満になったとき） ��者の届出と一緒にできます） 

配偶者に扶養されなくなったとき �町役場に �年金手帳、印鑑 

（離婚・死別したときや年収が130万円以上になったとき） ��扶養からはずれた年月日がわかる書類 

任意加入するとき、やめるとき �町役場に �年金手帳、印鑑 

年金手帳をなくしたとき �町役場に �印鑑 

※詳しくは、国民年金係までお問合せください。

嘉手納町役場　町民課　国民年金係　TEL956－1111内線（141・147）

広鮒でな（6）沓



刊刊剋壁す型最尊重墜些剋興』電哲封
平成16年度国民年金標語最優秀作品　　　　　　毒託写蓋竿を誓詣左孟墓墓誌計。
糸満市　島袋　咲さんの作品　　　　　　　　　　　　　　　　石鎚者世帯で収入のすべてが公的年金という

「二十歳から　老後のわたしと　指きりげんまん」　　　　　　　∴．

沖縄黒内の社会保険事務所では、下記の「月曜日時間延長、土・日曜日相談日カレンダー」のとおり、
年金相談を実施いたしますので、お気矧こお越しください。

：；一　会社会保険耶胡所（那犯社会保険事務所、平良事務所を含む）の年金相談延長日（相談時間午後7時まで）

那昭社会保険事務所の年会相談延長日（相談時間午後7時まで）

［二二コ　全社会保院事務所（那和社会保険部務所、平良事務所を含む）の土旺日の年金相談開設日（相談時間午前8時30分～午後4時まで）

借着ヨ　全社会保険事務所（那勒社会保険事務所、平良事務所を含む）の日曜日の年金相談開設日（相談時間午前8昭30分～午後4時まで）

那町社会惜○】李汚所　　　　　　098－855－1122　　苅誇社会俣防衛柁所　098－877－0511
●闇討に口するおに旺＼合わせ先　　コザ社会採議事柑扁　　　　　　098－933－3437　　名遁社会併任軍門扁　0980－52－281∠1

沖氾社会訂三軍托『平良準汚扁　0980－72－3652　　石垣社会慣除平吉芸所　0980－82－9213

社長の顔が見たい
アルジャジーラー報道の戦争－
その日のまえに
天命
アッコちゃんの時代
女王様と私
（他52冊）

セミのたね
青春のオフサイド
それゆけ！さかなくん！
プライデイさんのシャベル
ステラのほしぞら
とってもいいこと
（他34冊）

■開室時間：窒㌻苦器呂クほ溺＝舘38
●お昼休み／12：00－13：00

1休室日　●月曜・祝日（カレンダー内0印）
！；：年末休室日は12月29日から12月31E】までです。

※お昼休みの返却は玄関内の返却ポストをご利用下さい。

し尿汲み取りについて 
毎年12月の年末には、し尿渋み取り依頼が集中し処理施設がいっぱいになります。 
汲み取り依頼は早めに行うようお願い致します。 

嘉手納町のし尿収集（汲み取り）許可業者は下記の3業者です。 

読谷浄化槽清掃社　電話958－4541 
読　谷　衛　生　社　電話　956－1773 
読谷公衆衛生杜　電話958－7615 
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建設部では、仕）町道39号線整備工事（1工区）、（む町道39号繚整備工事（2工区）、③町道39号線

配水管布設工事、④町道39号線配水管布設工事（その2）を発注しています。工事の進行によっては、通

行止や片側相互通行による規制が生じますので、工事期間中は何かとご迷惑をおかけしますが、道路・水道

施設を整備し、町民皆様方の生活環境向上を目的とする事業の意義をご理解いただき、ご協力下さいますよ

うお願いします。

（》l町道39号線整備工事（1工区）
期　　間：平成17年9月27日～平成18年3月10日まで
請負業者：大永建設工業（株）　TEL O98－956－6492
担当課：都市建設課　建設係　TEL O98－956－1111（内線337）

（診　町道39号線整備工事（2工区）
期　　間：平成17年9月27日～平成18年3月10日まで
請負業者：（有）前川工業　　　TEL O98－957－2079
担当課：都市建設課　建設係　TEL O98－956－1111（内線337）

③　町道39号線配水管布設工事
期　　間：平成17年9月30日～平成18年3月10日まで
請負業者：（有）福地組　　　　TEL O98－956－1437
担当課：水道課　施設係　　　TEL O98－956－1111（内線176）

（彰　町道39号線配水管布設工事（その2）
期　　間：平成17年9月30日～平成18年3月10日まで
請負業者：（株）全沖産業　　　TEL O98－876－4612
担当課：水道課　施設係　　　TEL O98－956－1111（内線176）

広鮒でな（8，沓



女性に対する暴力をなくす運動月間
講済会

女性に対する暴力恨絶のための
シンボルマークです。

演題：「自分をたいせつに～あなたの人権、守られていますか」
講師：竹下小夜子先生
（精神科医：さよウイメンズ・メンタルクリニック医院長）

日時：平成17年11月23日（水）午後2時～4時

場所：嘉手納町中央公民館（3階大ホール）
共催：嘉手納町婦人連合会
嘉手納町役場（企画財政課）

平成17年11月12日（土）～11月25日（金）まで、女性にたいする暴力を無くす運動月間です。

嘉手納町婦人連合会・嘉手納町役場の共催で女性に対する暴力をなくす運動期間中にDVに関する講演会を開催

します。多くの町民が参加してくださいますようお知らせします。

詳しいお問い合わせ　嘉手納町婦人連合会

嘉手納町役場企画財政課　電話：956－1111（231）　担当：上地

～12月マルチメディアセンター講習会～

○パソコン入門
パソコン初心者を対象にマウス・キーボードの操作、簡単な文章の作成指導を行

います。

受講者数5名12月7日（水）から24日（土）の水曜日と土曜日
全6匝】午後7時から午後9時

○ワ一ド・エクセル基礎講座
マウス・キーボードの操作が可能な方を対象にワード・エクセルの基礎講座を行い

ます。

受講音数10名12月6日（火）から23日（金）の火曜日と金曜日

全6回　午後2時から午後4時　テキスト代1，449円（税込）

○ビジネスパソコン講座
ワード・エクセルの基本を理解している方、仕事でパソコンを使用している方を対象

にヒジネス文書の基本、エクセル関数やパワーポイントなどの講座を行います。

受講者致10名12月6日（火）から23日（金）の火曜日と金曜日

全6回　午後7時から午後9時　テキスト代　980円（税込）

○特別講習画像処理講座
パソコンの基本操作を理解している方を対射こ、画像処理の基本講座を行います。

受講者致10名12月2日（金）3日（土）

全2回　午後7時から午後9時

問い合わせ先：

古手輌町マルチメディアセンター　嘉手納町字水蓋412番地
TEL：956－1140　FAX：956－1145　Emall：lnIo＠ka由nammcJP

「おきなわマラソン資金造成ゴルフコンペ」の

開催について

下記のとおり開催されます。多くの方々のご参加をお軌lLます。

開催日：平成17年11月22日（火）・23日（水）

午前7時スタート～午後4時スタートまで

場　所：残波ゴルフクラブ（読谷村）
参加料：6，000円（プレー責・参加料込み）
予約電話番号：958－6208

参加者は、パーティごとに予約してください。
※予約の際は嘉手納町と告げて下さい。

鼻封支方法：タフルペリア方式 
表　　彰：男子1位から20位まで 

女子1位から5位まで 
フーピー賞・ニアピン賞（4ホール） 
市町村長宵 

＊当日は参加者全員に抽選により褒章商品が当たります。 
＊上位人貧者には後日、はがきで通知しますので笥品を受けと 
ってください。 
ウンオン替：アウト、インの2ホール 

参加費　500円 
曹品1．000相当のお米を予定 

沓（9，広報かでな

平成17年ハブ佼症注意報
本県には、猛毒を有するハブが生息し、年間
100人前後の校症患者が発生しております。

1年のうちでも、10月から11月は、ハブの

数が増加し、加えてこの時期は、農作業で田畑
や山野への出入りが多く、ハブ瞭症被害も多く

発生しております。田畑や山野、草地等への出
入りや夜間に歩行する際には充分に注意するよ

う心がけましょう。もし、ハブに校まれた場合は、

落ち着いて次のように対処しましょう。

①激しい動きをしないで、身近な人に助けを求
めましょう。

②応急措贋として傷口から取引器等で毒を繰返
し吸い出しましょう。

③早急に医療機関で治療を受けましょう。

嘉手納町いきいき健康課



が職場体験
去る9月12日から16日にかけて嘉手納小学2年生を対象にチバリワークデイズ（職場体験学習）が実施されました。

これは、進路学習の一環として地域の産業と地域の人々との関わりを学ぶとともに、働く人々からそれぞれの職場に

ついての話をl卸、たり、実際に職場を体験することで、望ましい職業観や勤労観を身に†車ナ、職場での交流の中から「地

域に学び、地域に生きる心」や「感謝の心」を育むことを目的に行われたもので、町内を小心とする多くの－！作業所の皆さ

んの理解と協力により実施することができ、これからの未来を払う子供たちにとって素晴らしい経験となりました。

盟誤’∵「㍉「姦寧軒
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戦場体験「チパリワークデイズ」協力事業所＊ありがとうございました。＊
1 �伊敷ガラス店 �19 �干原金物店 ��37 �徳里産業 

2 �栄光幼稚園 �20 �当宍自動車 ��38 �房事納郵便局 

3 �エースネーブルカデナ店 �21 �とくさとフォト ��39 �大国建設 

4 �エフピーエス �22 �な �がはま製菓 �40 �コーケンモータース 

5 �オカノ（株）中郡営業所 �23 �名窪病院 ��41 �道の駅　かでな 

6 �沖縄ツーリスト（扶）ネーブルカデナ旅行センター �24 �ニライ消防扇手綱消防署 ��42 �マクドナルド（株）58号店 

7 �豪手納町漁業共同絹合 �25 �光の子幼児学園 ��43 �両国製菓 

8 �霜手綱町子育て支援センター �26 �ブラザー自動牽整備工場 ��44 �ふるげん給油所 

9 �嘉手納小学校 �27 �ホットスパー嘉手納水釜店 ��45 �屋良小学校 

10 �かでな振興（株） �28 �丸の内印刷 ��46 �読手納中央公民館 

11 �嘉手納町第二保育所 �29 �ヤスモリ ��47 �中川牧場 

12 �読手納町第三保育所 �30 �屋良幼稚園 ��48 �OKモータース 

13 �共同作某所ハイビスカス �31 �ローソン素手納屋良店 ��49 �徳里住建 

14 �学校給食調理場 �32 �ローソンネーブルカデナ店 ��50 �水釜給油所 

15 �嘉手納幼稚園 �33 �和洋薬子の志良堂 ��51 �中央電水 

16 �窮手納外語塾 �34 �やびく産婦人科 ��52 �フレンズ動物病院 

17 �さくら保育囚 �35 �比 �川ガス �53 �読谷中央幼稚園 

18 �タイへイ薬局ネーブルカデナ店 �36 �比 �・川行政事務組合（環境美化センター） �54 �賢司和建設 

…HM…●ヽ

運動の重点
①高齢者の交通事故防止
②夕暮れ時の歩行中と自動車
常用中の交通事故防止
③シートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底
④飲酒運転の撲滅

′……HHHHMMMMMMMMMMMMM1

妻　秋の全国交通安全出発式
：　去る9月20卜・道の駅かでなイベント広郷こおいて、嘉手納署・克子
；納地区交通安全協会寸瀾（協賢：嘉手納町・読谷村交通安全推進協議会）
；のもと、平成17年秋の交通安全山発式が行われました。
；　式では、立て看板を掲げ、飲酒運転追放運動を耕極的に取り組んでい
；る串業所に対し、「飲酒迎転追放宣言事業所」の認定証が射てほれまし

；た0

；　最後に、沖縄県交通安全協会迎合会掛荊理解
；　から嘉手納地区交通安全協会の石嶽邦夫会長に
；交通安全朝雨の姐里引渡し・弾雨のお披露目が　サー′二．J

室警告忘警二慧諾望詔豊慧讐忘至芸賢さ7
；　い閉会しました。
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

鹿（11，広鮒でな
せ■臨■

ミ
甥
遥

二
年
二
組

古
謝
克
磨

僕
に
と
っ
て
こ
の
．
週
問
は

と
て
も
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

丸
の
内
印
刷
で
の
時
問
は
、
一

口
、
．
日
が
と
て
も
長
く
感
じ

ら
れ
、
学
校
で
の
時
間
の
流
れ

と
は
か
な
り
過
い
ま
し
た
。
仕

串
は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
も
あ
り
ま

し
た
が
、
製
本
し
た
り
、
営
業

し
た
り
と
、
と
て
も
充
実
し
た

一
週
間
で
し
た
。
‥
根
後
に
丸
の

内
印
刷
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と

う
こ
ぎ
い
ま
し
た
。

二
年
四
組

書
屋
武
隆
之
介

こ
の
寮
腎
の
問
に
高
校
の
割

れ
た
ガ
ラ
ス
を
匪
し
に
辿
れ
て

い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
一

枚
の
ガ
ラ
ス
を
修
理
す
る
の
に
、

一
▲
時
間
も
か
か
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
ふ
ざ
け
あ
っ
て
学
校
の

ガ
ラ
ス
を
測
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
よ
う
と
川
心
い
ま

し
た
。ま
た
水
椚
を
作
る
経
験
も
で

き

ま

し

た

。

ガ

ラ

ス

の

カ

ッ

ト

の
仕
方
や
コ
ー
キ
ン
グ
の
や
り

方
を
指
専
し
て
も
ら
い
大
変
椚

し
か
っ
た
で
す
。
伊
敷
ガ
ラ
ス

店
で
学
ん
だ
こ
と
を
清
川
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
　
伊
敷

ガ
ラ
ス
帖
の
皆
様
大
変
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●●



土　貢雨モ二カさん

歓迎会を開催日

嘉手納町都市計画マスタープラン等の策定に向けて
都市計画マスタープラン策定委員会

広鮒でな（12，沓

去
る
十
月
十
一
日
、
嘉

手
納
町
役
場
に
お
い
て
嘉

手
納
町
海
外
移
住
音
子
弟

研
修
生
の
歓
迎
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
は
、
研
修
生

を
囲
ん
で
の
懇
談
が
行
わ

れ
る
申
、
研
修
生
及
び
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
や
、
研
修

の
様
子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、

引
き
続
き
研
修
牛
か
ら
参

加
し
た
皆
さ
ん
に
対
し
、

日
本
語
で
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
安
次
樋

里
夏
さ
ん
　
（
フ
ラ
ジ
ル
川

身
）
　
は
　
「
糾
め
て
日
本
語

で
作
文
を
H
U
い
た
り
陶
芸

を
し
た
り
二
一
昧
線
を
弾
い

た
り
し
た
の
で
、
研
修
が

始
ま
っ
た
最
初
の
こ
ろ
は
、

と
て
も
翫
張
し
ま
し
た
が
、

．
一
週
間
程
経
つ
と
そ
れ
も

楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
四
百
年
祭
が
見

ら
れ
る
こ
と
と
、
祭
り
の

化
等
隊
に
参
加
で
き
る
こ

と
は
あ
り
が
た
く
川
心
い
ま

す
。
ま
た
、
化
笠
隊
の
稽

六
を
す
る
小
で
い
ろ
い
ろ

な
人
と
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
話
す
こ
と
が
で
き
て
、

い
い
勉
儀
に
な
っ
て
い
ま

す
。
残
り
の
期
間
で
も
っ

と
自
分
の
ふ
る
さ
と
の
こ

と
を
知
り
た
い
と
川
心
っ
て

い
る
の
で
が
ん
ば
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
、
ま
た
奥
問

モ
l
l
カ
セ
シ
リ
ア
さ
ん
　
（
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
山
身
）
　
は
「
私

は
日
本
文
化
と
日
本
語
を

習
う
た
め
に
沖
純
に
き
ま

し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ

と
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
伝

え
る
つ
も
り
で
す
の
で
、

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

ま
た
、
お
父
さ
ん
の
故
郷

に
い
る
の
で
う
れ
し
い
で

す
。
嘉
手
納
町
の
皆
さ
ん

厚
く
お
礼
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
」
　
と
述
べ
ま

した。∴
人
の
研
修
期
問
は
三

ヶ
月
で
∵
安
次
届
さ
ん
は

＋
∴
月
の
中
旬
、
奥
聞
さ

ん
は
十
二
月
の
中
旬
ま
で

が
研
修
期
聞
と
な
っ
て
い

ます。

去
る
十
月
五
日
、
嘉
手
納
町
役
場
二
階
申
会
議
壬
に

お
い
て
、
嘉
手
納
町
都
ホ
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の

策
定
に
向
け
て
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委

n
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都
市
計
画
法
節
十

八
条
の
二
に
お
い
て
策
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
ま
ち
の
二
十
年
後
の
姿
を
州
心
定
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
針
と
な
る
計
画
で
す
。
嘉
手
納
町
に
お
い
て

は
、
平
成
十
五
年
度
よ
り
嘉
手
納
町
都
市
計
画
マ
ス
ク

し
プ
ラ
ン
策
定
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
併
せ
て
、

住
宅
政
策
の
基
本
と
な
る
嘉
手
納
町
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
及
び
緑
化
封
画
の
基
本
と
な
る
嘉
手
納
町
綿
の
基

本
計
画
の
策
定
作
業
も

同
時
に
進
め
て
お
り
貴

賓
n
会
構
成
メ
ン
バ

ー
は
学
識
経
験
者
二
名
、

地
域
代
表
三
名
、
町
議

会
代
表
二
名
、
県
・
町

等
行
政
職
三
名
の
計
十

名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
い
て
は
、

前
咋
度
以
前
に
行
っ
た

現
況
調
査
の
拙
果
及
び
、

四
月
か
ら
五
月
に
か
け

て
行
な
っ
た
住
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
見
を

も
と
に
作
成
さ
れ
た
　
「
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

及
び
　
「
縁
の
基
本
計
画
」

の
全
体
構
想
案
に
つ
い

て
議
論
し
ま
し
た
。
次

回
委
員
会
に
お
い
て
は
、

地
域
別
構
想
案
及
び
「
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て
議
論
し
て
い

き
ま
す
。



内申開催
去る9月181＝l、嘉手納陸上競技場において第571叶嘉手納町陸上競技

大会〈野閻紀管日▲諸伝来400年祭記念大会〉が榊†躍されました。当日

は天帆こも恵まれ、各区から多くの代表選手が集い、トラック・フィ
ールドの各競技で熱戦を展開。また、各区のテントからは、太鼓の音

や大きな声援が飛び交い大会を盛り上げました。
一般リ1子400メートルハードルでは大会新言己録（西区：久貝裕志さん）

が山るなど記念大会にふさわしい三組Ilてらしい競技大会となりました。

酎陸上競技大会を以って、今年度の各区対抗音別如ミ終了しましたの

攣攣轡蛸

」　で各競技紬点及び順位を公表します。

平成17年度　各区対抗競技大会得点表
東　区 �中央区 �北　区 �南　区 �西　区 �西浜区 

ソフトボール大会（男子） �5 �3．5 �0 �3．5 �0 �6 

（女子） �1．5 �3．5 �6 �3．5 �0 �5 

バドミントン大会（男子） �6 �1．5 �3．5 �5 �1．5 �3．5 

（女子） �1．5 �1．5 �3．5 �5 �3．5 �6 

卓　球　大　会 �6 �1．5 �4 �5 �3 �1．5 

サッカー大会 �1．5 �6 �3．5 �5 �3．5 �1．5 

テニス大会 �1．5 �5 �6 �3．5 �1．5 �3．5 

バスケットボール大会（男子） �5 �1．5 �6 �3．5 �1．5 �3．5 

（女子） �3．5 �0 �3．5 �6 �0 �5 

バレーボール大会（男子） �1．5 �5 �3．5 �1．5 �3．5 �6 

（女子） �6 �5 �3．5 �1．5 �0 �1．5 

ソフトテニス大会（男子） �6 �1．5 �3．5 �1．5 �5 �3．5 

（女子） �0 �1．5 �5 �6 �3．5 �3．5 

野　球　大　会 �1．5 �3．5 �5 �1．5 �3．5 �6 

ボウリング大会 �5 �3 �1 �2 �4 �6 

陸上競技大会（一般男子） �3 �4 �1 �2 �5 �6 

陸上競技大会（一般女子） �4 �2 �5 �6 �1 �3 

陸上競技大会（壮　　　年） �4 �3 �1 �2 �5 �6 

陸上競技大会（学生・婦人） �1 �6 �5 �2 �3 �4 

合　　　　計 �63．5 �58．5 �69．5 �66 �48 �81 

順　　　　位 �4位 �5位 �2位 �3位 �6位 �1位 

沓（13，広齢でな

沖
縄
県
都
市
線
化
月
岡
の
行
事
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
、
平
成
卜
七

年
度
都
市
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
　
（
主
催
・

沖
縄
総
合
車
務
局
、
沖
縄
県
、
市
町

村
）
　
に
お
い
て
、
町
が
推
薦
し
た
字

昆
良
の
新
垣
幸
秀
氏
邸
庭
園
が
沖
純

県
公
園
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
埋
小

長
常
（
優
秀
常
）
　
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
優
れ
た
郡
市

緑
化
を
行
っ
た
団
体
・
仲
人
を
衣
杉

し
、
都
市
採
化
の
酋
孜
と
啓
発
を
広

く
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す。
新
垣
氏
邸
は
自
邸
庭
園
に
て
、
周

辺
へ
良
好
な
嶽
景
観
を
提
供
し
て
い

る
こ
と
を
評
価
さ
れ
、
今
回
の
衣
形

と
な
り
ま
し
た
。



丁

宝くじ助成手業で線化吉雄進
町役場産業振興課では、平成17咋度のまくじ助成中英〔（則）仁1治総合セ
ンターからの採化推進コミュニティ助成・lf某〕として町道埋‾立2号線（水釜サン

エー前の通り）の各戸（・け前にl■解が得られたl址′障）に蔓性植物のプランター

の設匿を行いました。

ンダニ完、蒜議定露進三ミニ二テ品前壷と諭這扁2硝（碑石　鳩

千‾Jご下二

′ヤも…よさ忘等
1　チカラ持ち。

上　しノ　　　　　　　　　　‾Irrい【†

この－匠業は、地域の緑化を推進し、潤
いのある生活環域を剣山しようと実施し

たもので、その維持管理については、地

域のコミュニティ組織が協力しながら柑っ

ていくことになっております。

しばらくすれば、輌粛ほれたコウシュンカ

ズラやニンニクカスラなどが成長し道路沿

いに緑豊かな風景を醸し川すことでしょう。

ヽl『■【・一　lヽ

ごみを出されている方へ
最近、間違ったごみの出し方をしている方が増えています。次のことを守り正しくごみを出して下さい。

①ごみは、必ず、決められた収集日の朝、指定の場所に出して下さい。

（∋燃えるごみは、必ず、町指定ごみ袋に入れて下さい。

③燃えないごみは、袋には入れないで必ず容器等に出して下さい。袋では収集しません。

④ペットボトルは、キャップとラベルをはがして町指定ごみ袋に入れて下さい。

⑤粗大ごみは、予約制です。Fかでな振興（株）TEL957－1414」へ電話予約し、収集依頼をして下さい。

※扇風機・ラジカセ・自転車・炊飯器等も粗大ごみです。詳しくは町役場まで確認して下さい。

廃棄物をみだりに投棄すると、法律により厳しく詞せられます。

以上のことを守り、みなさんで住みよいきれいな環境作りに努めましょう。
嘉手納町役唱　いきいき健康課　℡956－1111

広鮒でな（14，沓

l
l
ヽ

－1時素の
L
r
ヽこき

毒
r

去
る
九
月
二
十
六
日
、
か

で
な
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
嘉
手
納
町
教
育
委
員
会
主
催
、

嘉
手
納
町
P
T
A
連
合
会
主

管
で
行
わ
れ
た
今
回
の
公
演

会
は
、
講
師
に
水
谷
修
さ
ん

を
迎
え
　
『
さ
ら
ば
悲
し
み
の

青
春
～
N
O
！
と
い
う
勇
気
を

も
と
う
～
』
　
と
い
う
漬
題
で

開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
多
く

の
観
客
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

水
谷
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
夜

眠
れ
な
い
子
ど
も
達
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
救
い
を
求
め
る
声

一
つ
一
つ
に
愛
惜
を
持
っ
て

丁
寧
に
答
え
、
五
千
人
の
子

ど
も
達
と
向
き
合
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
い
つ
し
か
　
『
夜

回
り
先
生
』
　
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

『
子
ど
も
に
寄
り
添
う
こ
と
。

そ
し
て
　
「
生
き
る
っ
て
、
い

い
も
ん
だ
‥
・
」
　
と
少
し
で
も

感
じ
さ
せ
る
こ
と
』
　
を
信
念

に
活
動
を
続
け
て
い
る
水
谷

さ
ん
の
公
演
は
そ
の
二
言
一

言
が
観
音
の
胴
に
迫
り
、
館

内
で
は
す
す
り
泣
く
声
が
聞

こ
え
、
公
演
終
了
時
に
は
客

席
か
ら
水
谷
さ
ん
へ
向
け
ら

れ
た
盛
大
な
拍
手
が
会
場
に

轡
き
わ
た
り
ま
し
た
。



沖縄県立美咲養護学校
平成18年度　幼稚部幼児（3，4，5歳児）募集

本校幼稚部では、平成18年度の幼児募集に向けて、幕基説明会を下記の通り行います。なお、知的に遅れのある
お子さんの教育相談、学校見学、体験活動については、随時受け付けています。お気軽にお城話下さい。

●対象年齢

平成18年3月31日で、溝年おが3歳、4歳、5歳に遠するもの。

●入学募集要項説明会

平成17年12月15日（木）午後3時　美咲養護学校幼稚部

●出願期間

平成18年2月6日（月）、7日（火）の2日間

●入学者選考日

平成18年3月7日（火）、8日（水）のいずれか1日

●募集定員
2掌紋10名

問い合わせ先

●幼稚部教育目標
（む元気な子　　　（診自分でしょうとする子

（卦心豊かな子　　　④よく遊ぶ子

●幼稚部教育内容

①婁本的生活習慣‥・雷脱・食事・排泄・移動などの基本的な生
活習慣

②遊　　び………運動遊び・音楽リズム・表現遊び

③自立活動………健康の保持・心理的な安定・環境の把握・
身体の動き・コミュニケーション

④交流教育………地域や近隣の保育所・幼稚園との積榛的
交流

沖縄県立美咲養護学校
〒904－2153　沖縄市美里4－18－1

TEL．098（938）1037　FAX．098（938）7700

担当　幼稚部　平良

テーマ　rt）、町わり・つなぎ・Ulけさ」
開催日　平成17年11月20日（日）

会　場．（本　島）宜野湾市民会館、
宜野湾市立中央公民館、
JA宜野湾支店ジュビランス

（宮　古）宮古島市中央公民館
（他域内10会場で「地域子とも教室」実施）
宮古会場テーマ　キナイワコーヤ　ミヤークヌサカイ

（八重山）石垣市健康福祉センター
八重山会場テーマ　ヤー二ンジュカイシヤ　シマカイシャ

内　容　基調講演、シンポジウム、フォーラム、
ワークショップ、演劇等

参カロ費　無料

間合先．全国家庭教育フォーラムlnおきなわ実行委員会
（教育庁生涯学習振興課内）
TeL098－866－2746　FaX．098－863－9547

全図では、オウム真理教関係特別手配被疑者3人

をはじめ、殺人、強盗等のl独悪小判∴暴行、障害等の

粗暴串件、窃盗串件、詐欺、構領等の知能犯串件な
どの被疑者約2440名（平成17年9月末現在）が指名

手配されています。これらの被疑者は、みなさまの身

近に潜伏している可能督三もあり、巾び犯行を繰り返す

おそれがあるので、早期に検挙しなければなりません。

警察では、特に重大な犯行の被疑者を選定して、
11rH■に全回警察の総力を挙げて追跡捜査を行うこ

ととし、これら被疑者の早期検挙に取り組んでいると

ころです。

この指名手配被疑者の発見に向けた各榔捜査活

動には、市民のみなさんのご協力がぜひとも必要です。

指名手配被疑者によく似た人を見かけたらどんな

ささいな′l・甘報でも結構ですので、警察（110番）に通

報していただくようお願いします。

◎該当者（町民で生年月日が下記に該当する者）

昭和60年4月2日～昭和61年4月1日まで
㌫案内のハガ辛を郵送します。

◎申込みにより参加できる者
嘉手納町民以外で以前嘉手納町に住所を有していた
生年月日が上記に該当する者

◎受付期間
平成17年11月14日（月）～平成17年12月27日（火）まで
琵‡土、日、祝祭日は受付いたしません

日時：平成18年1月8日（日）午後2時（受付午後1時） 
場所：かでな文化センター 
主催：嘉手納町教育委員会　嘉手納町連合青年会 

申し込み先：嘉手納町教育委員会生涯学習課　電話956－1111（内線262・263）
※当日は父母及び町民の皆様もご来場の上、新成人を激励してくださいますようお願いします。

歯（15）広報かでな
せ■伝鼻
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掛劉湾粗暴鼎俵曙掛
去る9月25日（日）「第41回沖縄県身体障害者スポー

ツ大会」が沖縄県総合運動公園陸上競技場で開催され、

本町からも各種競技に10名の選手が出場し、中部福祉地

区で参加した地区対抗競技では、総合2位という見事な

成績を収め大健闘しました。

また、嘉手納高校JRCクラブや、手話サークルかでな、

嘉手納町社会福祉協議会から多くのボランティアに参カロ

協力していただき、競技を通して交流を深めるとともに

大会を盛り上げることができました。

唸噴軍勢飽
お名前：同郡h　海　哉
生年日日：平成17年3日8日

（父）裕樹　（8）五字

屯華打召還コ二■

お父さんにとっくりのひ－ろ－
たくましく、すくすく育て！

「ビヨビヨ写真館」のコーナーでは、嘉手納町の新しい仲間
たちの誕生を祝って1歳未満のかわいい「かでなっ子」を紹介
しています。このコーナーへの掲載を希望する万は、下記まで
あ気軽にご連絡下さい。

⑳雪誓禁響子；諾讐莞莞蛋震彗）

牽F �Mらやたん盃憩品 
琴遇土■日、日曜日の午前9時から10時までの「市町村インフォメーション」の暮絶
内に「■手的町行杜仲蠣」が放送されます。町民の瞥さん、是非、お粥きください。

発行／嘉手納町役場　編集／企画財政課　〒9ひト0293嘉手納町字裏手納588番地　丁［し098－956－1111（内線232）印刷／ハートブラン印刷
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